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北川民次の絵画技法（4) 
かみや美術館所蔵作品の再現研究ー
Painting Technique of Tamiji Kitagawa 
- Study for the reproduction of the work which Kamiya museum possessesー
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SUGII-IARA Akemi, SHIRAKA vV A Noriyori, UT ADA Shinsuke, MORITA Tsuneyuki, 
KIJIMA Takayasu, MORITA Yoshiyuki, YAMADA Satoshi, TANAKA Motoi, 
Purpose of the present pap巴ris to inspect, through experimental reproduction, a hypotheses 
on the painting process of two works：《Candida》and《Portraitof Woman》byT. Kitagawa, 
1939. atTaxco. Mexico. The hypotheses reported in 2011 on the Bulletin of University of Aichi 
Prefectural Arts and Music:No.40. The authors estimate that the artist used a color in巴muls1on
type, of which binding media was unclear. Th巴presentpaper focuses preparation methods of 
ground, inparticular treatment of pigments and binding medium. The result of experiments 
revealed that a ground with Gum Arabic emulsion shows the most resemblanc巴tothe original 
works and that paint tests on the ground present good result. Flaking-o斤d巴feetof paint layer. 
often found on the original works. are also wel reproduced 
キー ワ ドー： 再現実験（ReproductionT巴stof Painting Techniqu巴）、
【研究の要旨］
エマルジョン （Emulsion）、エマルジョン下地（Preparationin Emulsion Type）、
支持休（Support）、地塗り！冨（GroundLayer）、 表面観察（Surfac巴Observation）、
絵画の技法解析（Technical-Studies of Painting）、
蛍光線分析装置を用いた分析、（Analysisusing the X -ray Fluorescence 









































































































































板を左右に 2分割し、その一方に躍で目止めを施した。I翌液は水 13対、兎腰 1（重量比）の水
溶液とし、 2回重ね塗りした。
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支持体の目止めの有無
勝エマルジョン、アラビアガム ・エマルジョンいずれの塗料にも、目止めの有無で見かけの変化
はなかった。この結果について、本研究グループによる研究会では「作家の立場を考えると、目止
めをする癖が付いている場合はともかく、表面に違いが出ないのであれば手聞を減らすのが当然」
という結論に達した。目止めの有無を確認できなかったが、乙の結論を参考に、目止めを施さない
方向で以後の実験を継続することとした。
蓋亜2盟
研磨試験では、この支持休が石背地とは比較にならないほど硬く、金属板の切辺を利用した場合、
苦労を要す割には、浅い傷しか付けることはできなかった。ただし図 11に示すように細かく整っ
た傷を付けることは可能であった。
紙やすりによる研磨はさほどの困難を伴わず、傷の深さも対象作品と似たものになった。また削
り方次第で、出Ilかく、整った傷を付けることも可能である。特に利iかな傷は紙やすりの＃120、粗
い傷は＃60を使うと実物の傷跡に近づくことが分かった。組い傷は描き直しのために一度固化し
た絵具層の除去を行ったときに生じたものと考えられた。
さらに図 10に示すように塗布表面に、木ベラ使用時には 「パリ」が生じた箇所がある。これを
除去するために、＃120程度の紙やすりで研磨をしたと考察された。
結論として、北川は紙やすりを用いて地塗り表面の整形や部分修正を行ったと、判断した。
盤劃旦盟主
勝エマルジョンと、アラビアガム ・エマルジ、ヨンの塗料を塗布し、研l葱した 2つの表面を観察
すると、アラビアガムのエマルジョンの方が、より一層、北川の地塗りに近似して見える。
対象作品を顕微鏡で観察する（図 8）と、 flj作後80年近く経った現在も光沢がよく残っている。
躍のエマルジョンの塗料は、支持体とはよく馴染むが、仕上がりがマットで硬くなる。また、研磨
すると、あとにひきずった様な鋭さを欠く滞状跡が残る（｜豆113）。
アラビアガムのエマルジョンは、乾燥後、アラビアガム特有の光沢が表面に現われ、柔軟性を持
， 
『
図13修のエマルジョンの塗料 図14アラビアガムのエマルジョンの塗料
? ???
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ち、研磨すると鋭利な構状の痕跡が残る（図 14）。
対象作品が持つ硬くマットで、柔軟性があり、光沢のある質感を考慮すると、北川の地塗りはア
ラビアガムのエマルジョンをベースにしたものと結論付けたい。
地塗りj冒上の目止めの有無・ー 絵具の定着 ・発色から考察
地塗り層に実際に絵具を重ね、吸収 ・吸着、発色効果等を観察し、目止めの有無を推測した。
絵具の媒斉ljが未検討であるが、再現模写にそなえて数種の絵具を作って実験をした。媒剤は、地
塗りと同様の9種を使用した。色は薄塗りの背景用にアイボリーブラック、厚塗りをした肌の質
感を再現するためにジンクホワイト、リ トポン、イエローオーカーの適量を混ぜた。
対象作品は数種類の筆を使い分けたように見えるが、実験では背景の黒部分には豚毛の平筆、 Hfl
色には豚毛のラウンドの筆を用いた。
対象作品の目視では、背景の黒は傷の満部分がとくに濃く、拭ったか削ったかした痕跡と考えた。
そこで、 ①絵具を塗ったまま。②塗ってすぐ布で拭取る。③乾燥後に紙やすりで研磨する。といっ
た3つの試験区を作った。
肌は原作品！と似せた再現を目的に、 筆にたっぷり絵具を含ませ、何数回の重ね塗りを行ったとこ
ろ、媒剤の違いによる見かけの差は現われたが、目止めの有無は差が見られなかった。
背景は、薄塗りのため紙やすりで絵具層のみを削るのは困鮒であり、画面研磨は考えにくい。拭
取りを試みた結果は、対象作品に似た濃い線ができた。
地塗りにl躍を施した場合は、拭うと絵具が剥がれ落ちる箇所が生じた（図 15）。しかしこの不均
ーな機子は対象作品にもしばしば見受けられる（図 lI, 12）。
l躍の目止めを施していない箇所では、 地塗りが溶ける場合があった。地塗りが溶けて傷跡が寸断
される箇所がある。（図 16）。北川の作品には寸断された傷跡が見あたらないので、目止めの施工
は行ったと考察された。
対象作品には多少の白色が混ざった箇所がある。意図的に白色顔料を混ぜた場合以外に、 目止め
が不完全だったために、絵具を拭うときに不完全な箇所の地塗りを溶かし、画面上で混色した場合
も想定できる。
図15アラビアガムのエマルジョンの塗料
目止めあり
図16アラビアガムのエマルジョンの塗料
目止めなし
っ．???
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盤塁
以上の実験から、対象2作品の地塗りは以下の通りである、と結論付けるに至った。
1.支持体はケイ酸カルシウムを主材とする建材を用い、目止めを行わずに使用した。
2.ジンクホワイトとシルバーホワイトを 15対lに配合したものに、アラビアガムとリンシード
オイルを4対lで混合したエマルジョン媒剤を加えて塗料を作った。この塗料を杉板程度の硬
さの木ベラで支持体表面に塗布した。
エマルジョンの準備は、あらかじめ乳鉢に入れたアラビアガムの上からリンシードオイルを滴
下しつつ撹枠する方法が最も効率が良い。
3.完全乾燥後に、紙やすり（＃120程度）で表面を軽く研磨し木ベラが作ったパりを除去する。
そして、腹水溶液で、目止めを行う。
最後にこの一連の実験のために支持体材料の無償提供をいただいた三菱マテリアル（株）に対し、
記して御礼申し上げる。
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